
～この懇談会は市民が主体となりと札幌市と共同で運営しています～ 
ご質問、お問い合わせは p-kan@mbp.nifty.com 

 
平成 17年 3月 7日午後 7～9時 

場所 札幌市環境プラザ 
 

平成 17年度 第 1回 環境プラザの運営に関する懇談会 議事録 
 

１．参加者 20名  司会進行役 丸山氏 
 
２．懇談会の歩みとして、岡崎氏より以下の内容について報告・説明があった。 
・ 本懇談会が、今回より市主催から市民運営に移行する旨の報告 
・ 審議会答申→検討会議→意見交換会→懇談会 という流れを経て現在に至った経過の説明 
・ その間、協働実験として「つくるーん」、「アースデイ」、「キャンドルナイト」が開催された 
・ Ｈ16年８月に、指定管理者制度の導入予定について、市から説明があった 
・ Ｈ16年９月に、環境プラザの運営委員会は環境活動推進会議にその機能を持たせるという市の
意向が提案された。 

・ それを受け、懇談会参加者から環境活動推進会議に追加委員を送ることとなった（Ｈ16．10月） 
 

３．懇談会の歩みについて参加者による意見交換 
・ 参加者の質問に対して、札幌市から、「指定管理者への委託については当初 4年単位を考えてい
たが現在は検討中」との回答があった。 

・ 市と参加者の合意のもとに環境プラザの運営委員会は環境活動推進会議にその機能を持たせる

こととなったことが、確認された。 
 

４．北海道環境財団の久保田氏から、業務多忙につき懇談会幹事辞退の申し出があった。 
 
５．幹事会の発足についての説明 
・ 幹事会メンバー 池田誠、岡崎朱実、新保るみ子、高氏明雄、中西實代子、丹羽之雄、 
          松岡英一、丸山博子  （五十音順） 
・ 札幌市環境プラザ懇談会幹事会会則（別紙参照）について 池田氏より報告 
 

６．懇談会のあり方についての確認 
・ 懇談会は市民が環境プラザの運営などに自由に意見が言える場で、その意見を環境活動推進会

議を通じ環境プラザに反映させる場であることを、下記の図によって、今回懇談会に参加した

方たちと確認しました。 
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７．懇談会のあり方についての意見交換 
・ 懇談会での意見がプラザ運営に反映することを希望する。 
・ 懇談会で出た意見について合意をとるのか？という質問があり、継続審議となった。 
・ この場が何について話し合うのかテーマが見えたほうがよい。 
・ 指定管理者の選定委員の中に有識者などを入れてほしい。 
 

８．ホームページ以外でも懇談会の様子を知らせていくことが確認された。 
・ 懇談会壁新聞を作ります。いろんな声、アイディアを生かし環境プラザの運営を応援して行き

ましょう！ 
 

９．参加者からの一言 「プラザに言いたい！」  
  懇談会参加者が、それぞれの思いを紙に書き、ホワイトボードに貼りながら、発表しました。 
 
① 懇談会も含め市役所、プラザのスタッフの皆さんからも意見、問題提起の発言を（政策発信、コ 
ミュニケーションの場としての活用を）。 

② 一日プラザ長体験をできるといいな（そうすればきっと懇談会にいろいろ具体的な意見が出せる、

出てくる） 
③ 作業場が狭い、汚い。毎月フォトを展示している。環境情報（採れたての内外情報）綴りは中断し

た。 
5時以降の開場を検討すべき。 

④ プラザの活用は大いに使用していますが、私達の望みとして多様な活動のための施設が不充分なの

が気になるところです。例として研修室で熱や水の利用ができないので、不便。 
⑤ この場所をたくさんの人に知ってほしい。 
⑥ 指定管理者制度に移行しても懇談会、幹事会として存在する訳なので、3 年の経験としても懇談会
の主旨は存続されたいと思います。 

⑦ キャンドルナイトを呼びかける前に環境プラザは節電を！明るすぎる。環境プラザはどれくらい活

用されているのか 2年間の経過報告をしてほしい。環境プラザはゴミの無断なげすて、ゴミの有料
化等の課題についてもっと積極的に市民の意識を高めるためにもっとがんばってほしい 

⑧ プラザは立地条件がとても良いので、札幌市の環境に関する全ての拠点、発信となる場所であって

ほしい。運営については利用する市民、子供、NPO等が気軽に参加できる場。市民の環境に関する
ネットワークの拠点としての機能も持たせてほしい。 

⑨ キャンセルばかりですみません。いつまでもやさしいプラザでいてね。 
⑩ プラザっていいよねとみんなが言ってくれる施設になって欲しい。 
⑪ 常に市民の側に立って使いやすい場所であってほしい。 
⑫ 環境相談員がいたらいいなぁ。 
⑬ 研修室利用にあたっての受付予約を電話でも行っていただきたい。今現在は足を運んでの受付なの

で不便に思っています。（→市から、電話による仮予約は受け付けるようになっているが、正式な告

知がすんでいない事が説明されました。） 
⑭ 子供たちがもっと集まる場に。子どもたちの主催イベント、発表会など。 
⑮ 環境プラザって何？市民がもっと集まる場所に。 
⑯ もっとたくさんの市民に来てほしい。 
⑰ 市（プラザ職員）の人と市民とが一緒に進められる企画をもっとやりたい。 
⑱ 研修室が 9時から 22時まで使用できるのに平日日中に 9時から 5時で申請書を出さないと使用で
きないことが不便だ。 

 
なお、懇談会以降に改善、補正された点は、次の通りです。 
・ ③については、翌日、改善されました。 
・ ⑬の電話予約などについて、3 月中旬にホームページや文書（文書２参照）にて告知され、ル
ールが明確化されました。 


